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今
別
町
消
防
団

(

横
岡
亘
団

長)

の
定
期
観
閲
式
が
６
月
12

日
、
今
別
川
河
川
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
降
り
し
き

る
中
、
団
員
総
勢
２
０
５
人
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開
け
、

会
場
に
は
青
森
県
消
防
協
会
長

を
は
じ
め
東
郡
各
町
村
長
、
岩

手
県
西
根
町
消
防
団
並
び
に
同

婦
人
消
防
団
な
ど
、
約
１
０
０

人
の
来
賓
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
人
員
・
服
装
や

機
械
器
具
の
点
検
な
ど
を
検
閲

し
た
あ
と
、
第
４
分
団
・
第
５

分
団
・
第
６
分
団
に
よ
る
小
型

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
全
分
団
に
よ
る
放
水
訓

練
で
は
、
棒
状
・
噴
射
放
水
が

次
々
と
繰
り
出
さ
れ
見
学
者
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

威
風
堂
々
の
分
列
行
進
、
消

防
功
労
者
に
対
し
て
の
表
彰
の

あ
と
、
観
閲
者
の
小
鹿
正
義
町

長
は

｢

横
岡
、
新
団
長
統
率
の

も
と
に
、
各
分
団
長
、
ポ
ン
プ

車
と
続
く
堂
々
た
る
行
進
、
そ

し
て
消
防
人
と
し
て
の
機
敏
さ

を
要
求
さ
れ
る
操
法
技
術
を
見

て
非
常
に
心
強
く
感
じ
た｣

と

講
評
。

横
岡
団
長
か
ら
は
、｢

近
年
に

な
い
異
常
気
象
に
よ
る
風
水
害

が
発
生
し
て
い
る
。
団
員
は
、

今
後
も
一
致
団
結
し
任
務
に
当

た
っ
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
、
団

員
の
家
族
の
協
力
に
感
謝
し
た

い｣

と
述
べ
士
気
を
高
め
ま
し

た
。
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今
別
町
、
西
部
・
東
部
漁
協
、
十
五

日
会
主
催
の
今
別
町
合
同
植
樹
祭
が
６

月
23
日
、
町
営
山
崎
牧
場
内
の
官
行
造

林
跡
地
で
行
わ
れ
漁
業
・
林
業
関
係
者
、

小
学
生
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。ヒ

バ
や
ブ
ナ
の
植
樹
は
、
資
源
豊
か

な
海
・
き
れ
い
な
水
・
緑
豊
か
な
森
な

ど
、
地
域
の
環
境
保
全
を
目
的
に

｢

漁

民
の
森
づ
く
り
活
動
推
進
事
業｣

の
一

環
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
会
式
で
は
、
小
鹿
町
長
が

｢

今
年

は
、
50
年
以
上
の
ス
ギ
人
工
林
を
伐
採

し
た
後
の
官
行
造
林
地
の
跡
地
へ
植
樹

す
る
。
来
年
以
降
も
協
力
を
得
な
が
ら
、

植
林
を
続
け
、
自
然
の
山
に
も
ど
し
て

行
き
た
い
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

ラ
ブ
い
ま
べ
つ
会
員
か
ら
の
寄
付
金
に

感
謝
し
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
祝

辞
に
続
き
、
今
別
小
学
校
緑
の
少
年
団

代
表
田
中
萌
さ
ん

(

５
年)

が

｢

今
日

植
え
た
木
が
大
き
な
木
に
な
る
よ
う
に
。

そ
の
た
め
に
森
や
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
今
別
の
自

然
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す｣

と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
、
最
後
に
十
五
日
会
の

澤
田
瑞
穂
会
長
か
ら
植
樹
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
ヒ
バ
・
ブ

ナ
・
カ
ツ
ラ
・
イ
タ
ヤ
の
苗
木
１
、
０

０
０
本
を
青
森
営
林
署
員
の
指
導
の
も

と
、
30
ア
ー
ル
の
伐
採
跡
地
に
し
っ
か

り
と
植
え
付
け
し
、
将
来
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
聞
を
原
材
料
に
し
た
、
自

然
に
や
さ
し
い
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
活
動

を
し
て
い
る
、
東
奥
日
報
販
売
店
主
会
・

青
森
上
磯
方
部
会
か
ら
、
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
新
聞
古
紙
を
再
利
用
し
た
、｢

鉢｣

が
参
加
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

� � � � � �����������	


５
月
22
日
北
海
道
大
野
町
に
お
い
て
、
北

海
道
新
幹
線
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
当
町
の

小
鹿
町
長
と
島
中
議
会
議
長
が
出
席
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
機
構
が
起

工
を
宣
言
し
た
後
、
北
側
国
土
交
通
大
臣
や

三
村
青
森
県
知
事
を
は
じ
め
、
小
鹿
町
長
ら

関
係
者
に
よ
る
、
く
わ
入
れ
で
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
函
館
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て

｢

着
工
記
念
の
集
い｣

が
開
か
れ
、
関
係
者

は
北
海
道
新
幹
線
を
通
じ
本
県
と
北
海
道
両

地
域
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

鉄
道
建
設
・
運
輸
機
構
東
北
新
幹
線
建
設

局
よ
り
野
口
工
事
第
一
課
長
ら
３
人
が
来
庁

し
、
６
月
10
日
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
町

と
町
議
会
へ

｢

北
海
道
新
幹
線
工
事
概
要
説

明
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
、
小
鹿
町
長
は
じ
め
町
議
会

議
員
や
役
場
幹
部
職
員
が
出
席
し
、
野
口
課

長
か
ら
工
事
の
概
略
と
今
後
の
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
や
、
さ
ら
に
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
よ

る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
当
町
関
係
で
は
、
現
在
の
津
軽
今
別

駅
付
近
に
新
幹
線
レ
ー
ル
敷
設
の
た
め
の
作

業
基
地
な
ど
の
工
事
が
予
定
さ
れ
、
今
後
、

鉄
道
建
設
・
運
輸
機
構
は
必
要
に
応
じ
地
区

住
民
へ
の
説
明
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�


�

�
�
 
!
"
#
$
%
�

����������������		

��������

������������������

	

�
�

�

�
�
�

�
�	



��������������������������������������������������������������������



���������	
��� ���

５
月
19
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
一
日
財
務
事
務
所
が
開
催

さ
れ
、
町
長
は
じ
め
町
議
会
議
員
、

農
業
委
員
な
ど
町
の
各
種
機
関
の

関
係
者
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
財
務
事
務
所
は
、
財
務
省

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所
が
、

県
内
各
町
村
に
出
向
き
、
国
の
財

政
・
金
融
等
の
状
況
を
広
く
町
民

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

広
報
の
一
環
で
、
当
町
で
は
前
回

平
成
６
年
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
藤
本
秀
樹
所
長
か
ら

｢

財
政
の
現
状
等
に
つ
い
て｣

と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
知
識
を

深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見

交
換
の
中
で
は
、
参
加
者
か
ら

｢

三
位
一
体｣

や

｢

国
の
財
政
赤

字｣

に
関
す
る
質
問
な
ど
が
出
さ

れ
、
一
日
財
務
事
務
所
は
有
意
義

に
終
了
し
ま
し
た
。

���������������������������������������������������������������������������������									

よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
の
つ
が
る

海
峡
ち
ゃ
か
親
童

｢

北
天
舞
悠｣

は
、
こ
の
ほ
ど
平
内
町
で
行
わ
れ

た

｢

椿
と
サ
ボ
テ
ン
ま
つ
り｣

で

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

宮
越
龍
美
会
長
は
、｢

東
郡
の

よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
は
、
お
互
い

の
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
げ

に
協
力
す
る
た
め
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
活
性
化
の
た

め
に
お
手
伝
い
を
し
た
い｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
員

25
人
が
参
加
し
平
内
町
の
よ
さ
こ

い
グ
ル
ー
プ
と
共
に
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
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今
別
高
校
同
窓
会
関
東
支
部
定

例
会

(

南
吉
雄
支
部
長)

が
、
５

月
28
日
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
、

地
元
か
ら
は
、
米
田
同
窓
会
長
、

澤
田
事
務
局
員
、
木
村
校
長
、
進

路
指
導
部
担
当
者
が
出
席
し
ま
し

た
。定

例
会
で
は
、
同
窓
会
長
と
校

長
か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
、
今
後

の
同
窓
会
運
営
等
に
つ
い
て
も
、

熱
っ
ぽ
く
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
で
頑
張
っ
て
い
る
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
の
学
生
４
人
も
駆
け
つ
け
、

校
歌
を
歌
う
な
ど
母
校
へ
の
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
互
い
に
旧
交
を

深
め
合
い
再
開
を
誓
い
、
意
義
あ

る
交
流
会
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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今
別
小
学
校
で
は
、
６
月
14
日

｢

き
ら
め
き
講
座｣

を
開
催
し
ま

し
た
。

開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
し
て
開

設
さ
れ
た
こ
の
講
座
は
、
今
年
で

３
年
目
を
迎
え
、
児
童
ら
に
も
い

ろ
い
ろ
な
世
界
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
と
好
評
で
す
。

今
回
行
わ
れ
た
講
座
は
、
昨
年

に
続
き
大
水
保
健
師
に
よ
る｢

防

煙
教
室
Ⅱ｣

〜
本
当
に
怖
い
タ
バ

コ
の
お
話
〜
で
、
タ
バ
コ
煙
が
健

康
に
及
ぼ
す
影
響
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。

児
童
は
、｢

タ
バ
コ
は
肺
を
真
っ

黒
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
歯
に
も

悪
い
こ
と
が
わ
か
っ
た｣

と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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５
月
23
日
、
東
奥
日
報

店
主
会
は
、
今
別
中
学
校
・

県
立
今
別
高
校
へ
新
聞
が

読
者
に
届
く
ま
で
を
ビ
デ

オ
制
作
し
た

｢

人
か
ら
人

へ｣

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
は
、
若
い
人
た

ち
へ
、
新
聞
が
社
会
に
果

た
す
役
割
を
伝
え
た
い
。

ま
た
、
読
者
に
届
く
ま
で

多
く
の
人
の
手
で
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。

東
奥
日
報
店
主
会
で
は
、

｢

ぜ
ひ
生
徒
の
皆
さ
ん
が

新
聞
に
興
味
を
持
ち
、
自

ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す｣

と
両
校
長
へ
手
渡
し
ま
し

た
。
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人
権
擁
護
委
員

会
は
、
こ
の
ほ
ど

今
別
小
・
中
学
校

へ
各
50
個
、
今
別

商
工
会
へ
１
５
０

個
、
そ
れ
ぞ
れ
お

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

か
ら
は
、｢

思
い

や
り
の
心
、
か
け

が
え
の
な
い
命
を

大
切
に
、
お
花
を

元
気
に
育
て
て
く

だ
さ
い｣

と
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
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曙
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

６
月
１
日
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
り
の

道
路
沿
い
の
花
壇
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

花
壇
づ
く
り
は
、
同

ク
ラ
ブ
の
恒
例
行
事
の

ひ
と
つ
で
、
ひ
よ
り
の

開
所
時
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
会
員
達
は
、
青

空
の
下
で
和
気
あ
い
あ

い
と
世
間
話
に
花
を
咲

か
せ
な
が
ら
、
き
れ
い

な
花
壇
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
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町
緑
化
推
進
委
員
会

で
は
、
６
月
６
日
緑
の

少
年
団
に
指
定
さ
れ
て

い
る
今
別
小
学
校
児
童

１
１
９
名
に
、｢

ス
カ
ー

フ｣

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
体
育
館
に
集
合
し

た
全
校
児
童
に
、
梅
田

助
役
か
ら

｢
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
で
協
力
し
緑

を
大
切
に
育
ん
で
く
だ

さ
い｣

と
代
表
の
山
田

麻
耶
さ
ん

(

６
年)

に

手
渡
し
ま
し
た
。
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今
別
婦
人
会
、
山
崎
婦
人

会
、
輪
っ
子
の
会
の
各
団
体

が
、
こ
の
ほ
ど
県
土
整
備
事

務
所
か
ら
配
布
さ
れ
た

｢

サ

ル
ビ
ア｣

９
０
０
本
、｢

ペ

チ
ュ
ニ
ア｣

９
０
０
本
を
国

道
・
県
道
の
ゆ
と
り
の
駐
車

帯
に
植
え
付
け
し
ま
し
た
。

各
団
体
は
、
県
土
整
備
事

務
所
が
平
成
13
年
度
か
ら
配

布
し
て
い
る
花
の
植
え
付
け

に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は

｢

花
が
あ
る
と

町
の
環
境
美
化
に
最
高
。
と

て
も
き
れ
い
に
な
っ
た｣

と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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平成17年度青森県高等学校総合体育大会が､ ６
月４日から６日までスポカルイン黒石で行われ､
今別高校フェンシング部が男女団体優勝を果たし
ました｡ (男子は11年連続24回目､ 女子は５年連
続24回目) この結果､ 今別高校フェンシング部は､
千葉県松戸市で行われるインターハイ(８月６日
から10日) への出場が決まりました｡

○個人の結果は次のとおりです｡
���������

１位 大馬義明(３年) ・２位 澤田稔幸(２年)
５位 下川英知(１年) ・６位 藤原 勇(３年)

���������

１位 本間絵里佳(３年) ・２位 阿部美樹(３年)
４位 唐川瑞希(３年)

�������

２位 本郷康幸(２年) ・４位 山内祐紀(３年)
５位 久慈隼人(３年) ・６位 神 正信(１年)

�������

２位 本間絵里佳(３年) ・３位 唐川瑞希(３年)
���������

１位 大馬義明(３年) ・２位 田中 拓(３年)
３位 澤田稔幸(２年) ・５位 藤原 勇(３年)
６位 下川英知(１年)

�� ��
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１回戦：今 中８－１平舘中
準決勝：今 中１－０�田中
決 勝：今 中２－３小湊中

�����	
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※３校によるリーグ戦
・１試合目：今 中０－２三�中
・２試合目：今 中２－０小湊中

�����	
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予選リーグ
・１試合目：今 中２－０三�中
・２試合目：今 中２－０小湊中
・準 決 勝：今 中１－２西平内中� ��

部員数が少なく試合に出場した
生徒が４人で団体戦はオープン参
加でした｡ それでも､ 一球一球真
剣に最後まで健闘しました｡

����������� �����	


・団体女子決勝：今 中１－２小湊中
・個人決勝：中嶋・宮本(今別)４－３高杉・佐々木(小湊中)
※個人：１位 中嶋絢子・宮本しおり ５位 嶋中笑佳・佐渡伊織

５位 小鹿慧美・川村悠梨子 (３ペア県大会出場)

�� �� ��������	

１年男子：1500Ｍ 第３位 内田正太郎 ５分49秒32
共通男子： 800Ｍ 第２位 小鹿裕樹 ２分19秒25
２・３年男子：1500Ｍ 第２位 澤田伸也 ４分34分14
共通女子砲丸投げ： 第１位 山内麻未 ９ｍ45
３年女子：100Ｍ 第２位 猪ノ口めいこ 14秒05
２年女子：100Ｍ 第３位 工藤聡子 14秒45
共通女子：200Ｍ 第２位 太田友香 30秒19
共通女子：800Ｍ 第２位 上野 星 ２分48秒03
３年男子：100Ｍ 第２位 相内祥平 12秒63
共通男子：200Ｍ 第１位 宮本拓馬 24秒78
共通女子：４×100ＭＲ 第２位 56秒73

(工藤聡子､ 相内濃乃香､ 猪ノ口めいこ､ 太田友香)
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６月10日､ 生徒が開会式の準備
をしている中､ 大会を盛り上げよ
うと11名のお母さんが､ 野球場､
テニスコート､ 町立体育館､ 学校
体育館のトイレ清掃や花壇への水
やりをしました｡
学校側では､ ｢大会期間は､ お
かげさまで郡内の中学生や応援の
方々が気持ちよく過ごすことがで
きました｣ と感謝の気持ちでいっ
ぱいでした｡
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【おはよう今別！ 私は､ ６月９日に東北電力青森営業所の職員を前に講師としてスピーチをしました｡ それは､
福地村の ｢えんぶり｣ で東北電力の村上さんと知り合いに
なったのがきっかけです｡ 彼が社内講演会の担当者で､ 私
のことを日本語が話せる面白い外国人だと思ったみたいで､
それで講師をたのまれました｡
講演の内容は､ 私の日本への興味､ 今別での生活､ 青森
県の印象､ 日本とアメリカのちがうところ等､ 約40分間で
様々な話をしました｡ もちろん日本語のスピーチだったの
で､ 私は､ 会場に電子辞書を持って ｢どきどき｣ しながら
入りましたが､ 好きな津軽弁の言葉をいっぱい ｢しゃべっ
たっきゃ｣ 皆に笑ってもらえる楽しいスピーチになりまし
た｡ 私は､ 村上さんに感謝しています｡ 私にとって大変良
い経験になりました｡】
※今月号で ｢～アリの体験から～｣ を終わらせていただき
ます｡ ご愛読ありがとうございました｡
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六
月
の
若
葉
の
頃
か
ら
七
月
に
か
け
て
、

白
く
光
る
腹
を
く
ね
ら
せ
て
稚
ア
ユ
が
海

か
ら
上
っ
て
き
ま
す
。
天
然
の
ア
ユ
が
た

く
さ
ん
上
っ
て
く
る
な
ら
、
今
別
川
に
は

望
み
が
あ
り
ま
す
。
貴
重
な
地
域
の
資
源

と
し
て
も
。

大
昔
か
ら
、
こ
の
川
に
適
応
し
遺
伝
子

を
伝
え
て
き
た
ア
ユ
た
ち
は
、
子
孫
を
残

し
て
い
け
る
で
し
ょ
う
か
。
放
流
の
繰
り

返
し
の
中
で
、
放
流
種
と
の
交
雑
が
起
こ

れ
ば
小
型
化
す
る
な
ど
、
遺
伝
子
汚
染
も

心
配
。
秋
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
、
下
流
の

緩
や
か
な
流
れ
に
た
む
ろ
し
て
い
る
小
さ

な
群
れ
も
い
ま
す
。
昨
年
も
九
月
下
旬
頃
、

ア
オ
サ
ギ
が
川
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
、

せ
っ
せ
と
捕
食
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
〈
枕
押
し
〉
と
い
う
、
雄
の

ア
ユ
が
さ
び
つ
く
頃
の
産
卵
期
の
ア
ユ
の

獲
り
方
を
、
50
代
の
方
は
覚
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
水
の
冷
ん
や
り
し
て
き
た
九

月
半
ば
頃
の
夕
方
近
く
、
そ
れ
ぞ
れ
川
原

(

カ
バ
ラ)

に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

年
長
の
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
で
、
柳
の
枝
を

折
っ
て
集
め
ま
す
。
そ
れ
を
束
ね
、
は
い

だ
柳
の
皮
で
し
ば
り
、
長
い
枕
状
の
束
を

二
つ
作
る
。
次
に
浅
瀬
に
二
列
の
う
ね
を

石
こ
ろ
で
積
む
。
そ
の
う
ね
の
間
は
砂
利

も
浮
か
ぶ
よ
う
な
、
さ
ら
さ
ら
し
た
流
れ
と

な
る
。
し
ば
ら
く
し
て
ア
ユ
が
そ
こ
に
入
っ

た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
二
つ
の
柳
の
枕
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
だ
し
で
走
り
、

う
ね
の
前
後
の
入
り
口
を
さ
っ
と
ふ
さ
ぐ
。

そ
し
て
、
そ
の
う
ね
の
中
で
逃
げ
惑
う
ア
ユ

を
、
何
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
手

づ
か
み
し
ま
し
た
。
夕
食
の
お
か
ず
取
り
で

も
あ
り
、
楽
し
い
遊
び
で
し
た
。
〈
擬
似

産
卵
場
〉
利
用
の
ア
ユ
の
獲
り
方
で
す
。

自
然
の
蛇
行
を
失
っ
た
川
か
ら
、
良
い

川
原
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
ア
ユ

の
良
い
産
卵
場
が
失
わ
れ
た
の
で
す
。
川

原
は
瀬
と
深
み
で
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
深
み
が
あ
る
こ
と
で
、
産
卵
に
適
し

た
川
床
の
変
化
の
あ
る
瀬
が
生
ま
れ
ま
す
。

川
を
よ
く
観
察
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
ア

ユ
の
産
卵
場
を
作
っ
た
り
、
鳥
な
ど
か
ら

見
守
っ
て
や
る
こ
と
も
効
果
的
な
手
助
け

と
な
る
で
し
ょ
う
。
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澤
田

瑞
穂
さ
ん

(

今
別
八
幡
宮
宮
司)
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夏休みに向かって､ 暑い時期になると海や川で遊ぶ
ことが多くなり水難事故の危険があります｡
◎水泳は決められた場所以外では泳がない｡
◎危険な岩場や潮の流れの速い場所では絶対泳がな
い｡
◎かぜの強い日や波の高い日は泳がない｡
◎川や水路等で柵の無い危険な場所には近づかない｡
などに注意して水難事故を無くしましょう｡
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二輪車や四輪車を不正改造して爆音を出したり暴走
行為や､ 蛇行運転をくり返し､ 地域住民に危険や迷惑
をかける暴走族をみんなで無くしましょう｡

※暴走族を根絶するためには､ 皆さんの協力が不可欠
です｡
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自動車事故対策機構では､ 交通遺児を健やかに育成
するために資金を無利子でお貸しいたします｡
�������

自動車事故で保護者を亡くされた子供､ 又は､ 重度
後遺症害者(自賠責保険の１級～３級) に認定された
方の子供を現在扶養している保護者｡
�� � � ０歳から中学卒業までの子供
��  � 子供を扶養している保護者
�!"#$ ・一時金 １５５,０００円

・月 額 ２０,０００円
・入学支度金 ４４,０００円

(小・中学入学時)
�%&�'

最終学校卒業後､ 割賦(月賦又は月賦・半年賦併用)
による20年以内の均等払いです｡
お気軽にお問合せください｡
"#$%&'�
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(財)消防試験研究センター青森県支部は､ ８月に
消防設備士試験を実施します｡
１. 試験日：平成17年８月28日 (日)
２. 試験地及び会場：青森市・青森県立保健大学
３. 種 類：甲種特類

甲種第１類～５類
乙種第１類～７類

４. 願書受付期間：平成17年７月19日～28日
５. 試験手数料：甲種5,000円・乙種3,400円
６. 受験案内及び受験願書は､ 受付期間の約１カ月
前に県内各消防本部及び当センターに準備して
あります｡

※注意：危険物取扱者､ 消防設備士免状の写真は､ 交
付日から10年以内毎に書き換えが必要です｡ 書換え
の過ぎた免状をお持ちの方は､ 至急書換えの手続き
を行ってください｡
5678912:;<=��>?@ABCD
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まちの行事予報 ７／１～８／10

日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

３ 日
青森県民生涯スポーツフェスティバル

＜青森市＞

18 月 ＜海の日＞

22 金 小・中学校夏休み (～８／23)

29 金
荒馬っ子スクール

｢野外活動リーダー研修会｣ (～31日)

31 日 国民健康保険税第１期納期限

８ 月

１ 月 介護保険料第１期納期限

４ 木 荒馬まつり (～７日)
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(

５
月
１
日
か
ら
31
日
の
届
出
分)
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掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
出
の

時
に
住
民
保
険
担
当
へ
申
し
出
て
下
さ

い
。
ま
た
、
東
奥
日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ

に
つ
い
て
も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
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○種 目：２等陸・海・空士(10月入隊)
○概 要：２年または３年の任期制隊員
○応募資格(平成17年10月１日現在の年齢)

18歳以上27歳未満の男子
○受付期間： ～８月１日まで
○試験日など：８月７日 青森駐屯地
○お問合せ 自衛隊青森地方連絡部青森募集案内所
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と き 平成17年７月９日(土) 午前９時～午後３時
ところ 中央公民館

������  !"�# (�：35－3860)

$%&����������$
と き 平成17年７月13日(水) 午前10時～午後３時
ところ 中央公民館

%&'(��
・�)*+(�35－2332) ・,!-.(�35－2224)
・/!�0(�36－2341) ・123#(�35－3755)
※どちらも相談は無料で秘密は守ります｡ また､ 当日こ
れない場合は､ 自宅でも相談は受けますのでお気軽に
ご連絡ください｡
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※町に住所を有する３歳以下 (平成14年４月２日誕生日以降)
の子どもさんを掲載しています｡

※町では､ 20代・30代の元気人を探しています｡ 自薦・他薦
かまいませんので､ 広報担当までご連絡ください｡
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